
  
６月 

 11 日(火) 午前授業 
 12 日(水) 選書会 
 13 日(木) 伊佐さわやかあいさつ運動 
       家庭学習強調週間(～19 日) 

18 日(火) クラブ活動 
19 日(水) ふるさと学寮(～22 日) 
20 日(木) プールカヌー体験教室 

スクールソーシャルワーカー 
来校 

      親子読書の日 
21 日(金) プール掃除 
24 日(月) PTA 総務会 拡大委員会 
25 日(火) 委員会活動 
28 日(金) 水泳記録会練習 
         (7 月 2 日，4 日，12 日， 

22 日，23 日)  
７月 

2 日(火) クラブ活動 
３日(水) スクールカウンセラー来校 
9 日(火) 委員会活動 

10 日(水) 水泳発表会 
PTA 救急救命講習 

      学級ＰＴＡ 
12 日(金) 伊佐さわやかあいさつ運動 
13 日(土) 土曜授業 PTA 読み聞かせ 

着衣水泳 水泳参観予備日 
15 日(月) 海の日 
19 日(金) 終業式 大掃除 
22 日(月) チャレンジ 25 

(23 日，26 日)  

24 日(水) 市小学校水泳記録会(５・６年) 

 

 
5月21日(火)の朝の時間に児童集会があ

りました。山野小の児童集会では，全校児童
31 人が集まって行います。 

今回の児童集会では，総務，体育，保健，
図書委員会から取り組みについて発表があ
りました。どの委員会も学校のみんなのた
めに頑張っています。また，令和６年度児童
会スローガンの発表もありました。今年度
のスローガンは「みんなでチャレンジ 思
いをつたえ合う 山野っ子」です。 

 山野小のみんなが決めたスローガン。楽
しい学校になるように，みんなで力を合わ
せて取り組んでいってほしいです。 

  令和６年６月１０日発行   キャッチフレーズ ： 「花と俳句と読書」の学校  

 

 

 

 

 

  

 伊佐市立山野小学校 

 児童数 ３１名  Ｐ戸 ２７ 

 伊佐市大口山野４３３４番地 

 電話 ０９９５-２２-０４２０ 

 ＦＡＸ    ２２-０９７６ 

  

ＨＰ http://www5.synapse.ne.jp/es-ya  ブログ「山野小学校にこにこブログ」で検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４日火曜日の朝の時間に，全校児童が集

まって「人権集会」が開かれました。人権集
会では，担当の職員から，人権や人権尊重に
ついて話をして，一昨年決まった「山野小人
権宣言」について確認しました。また，「山
野キラリの樹」の取り組みについて説明や
本の読み書かせがありました。この「山野キ
ラリの樹」には，友だちのいいところを見つ
けて付箋に書き，学級の人権係がそれを貼
っていきます。「キラリの樹」は，踊り場に
掲示されています。ご来校の際，是非ご覧下
さい。 
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「責任」 
  

わたしには「責任」というものを明確に意識した出来事があります。 
わたしは小学生の頃，親の意向により不本意ながら学習塾というものに行っていました。そ

の塾は，基本的に全国の私立中学校合格をめざすところでしたから，わたしの周りはそんな雰
囲気でした。わたしはというと，いまひとつさえないながらも，おそらくその当時の塾内での
関係や模擬試験の結果から，近所にあった私立中学校（当時鹿児島には私立中学はそこしかな
かったような気がします）合格のボーダーライン上に位置していたと思います。その雰囲気に
流されるように，わたしもその中学校の入試を受けることになっていました。当時の小学校の
担任の先生も，わたしがその私立中学校の受験をすることはもちろんご存知でした。友達もな
んとなく…。 
入試は２月はじめの頃にあったと思いますが，なんとわたくし，試験前日に４０度の熱を出

してしまいました。今考えるとインフルエンザか何かだったのでしょう。そりゃもう家族中大
騒ぎで，慌てて夕方病院に行き，病院の先生に相談して３０cm 位の注射器（当時のイメージで
すので，多少の誤差はあります。）でおしりに注射をしてもらいました。 
そして，次の日（試験当日）の朝も同じ病院に行き，注射をしてもらってから試験会場に向

かいました。ですが，ただでさえボーダーラインなのに，そんな状態で試験問題に立ち向かえ
るはずもなく，試験終了と同時に嘔吐してしまいました。 
「こりゃ，だめだったな。」という確信のもと，試験後，初めて登校するとき，友達に熱が

出たことなどを話しながら学校に行きました。そして，学校に着いたとき，友達が担任の先生
に「池本は４０度熱が出たんだって。」と伝えました。すると，その先生は「大事な試験の日に
体調を崩すなんて，試験を受けて落ちるより悪い。」と一言おっしゃいました。友達は「ええ
～，ひどい。」なんて言っていましたが，「どうしてもその中学に行きたかったわけじゃない
し，熱が出てたから，しょうがなかったな…。」くらいに思っていたわたしには，『それくらい
の意気込みで臨まなければならないことが人生にはある』ということや，『言い訳をせず責任
（結果）を自分で負わなければならないことがある』ということを思い知らせてくれた大事な
一言となりました。おそらくそのときの担任の先生も「今，もうひとつ覇気のないこいつに，
この大事なことを伝えておかなければならない。」と思われたのではないかと思います。 
今では，こういう発言は問題になるのかもしれませんが，当時のわたしは「なるほど，そう

だよなあ…。」と納得し，こうやって思い出しています。こんなことでなくても，子どもたち
もどこかで小さな責任を受け止め，対応していく中で成長していくのでしょう。 

６／４プール開き ６／３みどりの活動 ５／２８俳句集会 ６／５人権教室 

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/es３/

